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iPhone／iPod　t（）uchlii」けアフリケーション「Touch　the　Mus〈itiml（ノ）リリース
Release　of　the　NMWA’s　TOuch　the　MしlseUnl　App
リリースll：2010年llJjiSlll
Re【eaSe　Date：31～’1arぐh，201〔｝
「Touch　the　Museum－」は、アップル社iPhOlle／iP（》（1　touchliTJけ（ノ）アブ
リケーシ・ンとしてiT，nes内APp　St。r。からll鮒リリースされているII・l　T°ucl）　tll（，　PLI（ts　｛itLln・　all　ap・’f°「the　A・・le　ii’h°n侍iP°d　t°uch（）「iPad・
柵蜥欄し・・醐綴ガイドであるこれ1よ従来・嚇　：1）lltl湘繍認、llll1繍論舗ll犠繍、黙齢£1謂1
ガイドとは畏なり、来場～千白身が私物のiPholleまたはiPod　touchにダ　　　　is　dov，」nload｛：（1　to　the　visit〔nis　own　il’hc川e．　iPod　touch　or　iPad，　Here　the
ウンロードして不1川1するもび）であり、コンテンツの面でも、他の）こ術館　　　　emPhllsis　is°11　the　i”isual，　witl】cOIItellts　iiicludin｛i　images　of　wo「ks　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔｝ther　collecti（川〕s　al1（．I　vide（｝fl’olll　the　NllK　Ar（・hives．　From　fiscal　2006
に・臓されている作・lll・のllhl像やNHKアーカイブスに収められている　　・i］wat’d・，・h・mUsC4U1＿P。t’im。nted　with。pr。9，am　call。d
l映像を積極的に活用するなど、視覚資料を煎視している点において、　　　一‘Well，com”・］1｝fiscal　2007／2〔｝08，　the　Agellcy　lor　Cultし1ral　Affai　rs　furxded
これまでにはない特徴をもつ．’IG館では2006年度の「ウェル．com美　　　　「esea「ctl　oll　AV　guides辱and　we　exPl°「ed　l「on’1　va「ious　diffe「em
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aPProaches　th（’concept　of　art　al）1）rciuiati・11　guides　that　use　mot）ile
術館プロジェクト」と題した試みや、20072008年度に文化庁から受　　　　tern）ina　Ls．　Based　ol）the　results　of　these　experilDents　alld　studies，　i11
託した1㌢声・1映像ガイドに関する研究などを通じて、モバイル端末を　　　FebrUaly　2〔）09　We　pUt　intO　trial　a　l）etEl　v（，rsi（）n（》f　the　T・UCh　the　Mtiseurn
用いた美術鑑賞ガイド0）可能性を多様な角度から探ってきたそし　　　　aPP　fo「the　iPh°ile　and　iPod　t°uutl．　with　fo「mal「elease　ol）Ma「ch　3L
でこれらの1鞭踏まえて2・・9年2川・i9版備llづこ験を行なつた　llll繍1齢：lll∵1、？’：1’，．2〔）11’　the　app　has　b…i°w”1°ade（i
iPhone／iPod　touch回けアプリケーション「Touch　the　MuseLiin」を、　　　　　In　t’ecem　years　Illassive　iiumbers　of　apps　have　i）een　released　l（．）r
2010年31」3111、IE式にリリースすることになったのである（なお、　　　sma「tPhones，　sucl）　as　the　iPhone’　and　a　large　numl）e「of　museuiTls　have
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　released　their（》wl）al．）ps．　The　Louvre　Museum　app，　released　in　200S），　is　a
2011年ll月現在での総ダウンロード数は約4ノ∫5千件である』　　　　　　major　examl）le　c）f　this　type．　Given　the　largt，　imml）er。f　downl。ads　it　haS
　近年、iPhoneをはじめとするスマートフォン向けにリリースされたア　　　　enjoy．　ed，　attentioll　has　clearly　begull　to　f〔｝cus　olコthe　app　Els　all
プリケーション（以下、「アプリ」と略称）は膨大な数にのぼるが、これ　　　　info「mation　dissemii’iation　t（x）l　fo「a「t　museu111s’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　While　the　NMWA’s　Touch　the　Museum　app　crlme　out　Iater　than　the
に伴って美術館川のアプリも数多く登場してきているなかでも2009　　　Louvre・s　offering．　it　has　received　a　grcnat　deal　of　p、）sitive　attcilltio］1　as　al）
年に発表されたルーヴル美術館の「Mus6e　du　Louvre」は代表rl勺な　　　　early　form　of　functi・11al　art　museum　app，　from　reviewers　ii111ewspapers
例であり、それが目立ったダウンロード数を得たことをきっかけに、美　　　　and　magazines噺t°blo99e「s　both　il〕JaPan　and　o、’e「seas’The　fact　that
術館の情報発信ツールとしてのスマートフ・ン・アプリに湘力・集ま　1認器鵬「臨1鷺灘i，擢鼎し駅青乏～鼎1翻
り始めた1．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CorP｝s　AV　cぐ）ntents　have　been　highly　praised，　Further、　the　release　of　an
　そのルーヴルの試みには遅れをとったものの、当館の「Touch　the　　　English　ve「sioll　in　Ma「ch　2010accoll1Pank」d　the「elease　of　ve「’2’0’We
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w川colltillue　our　efforts　to　reach　Illorci～md　m〔｝t’e　people　via　our　aPP．
Museum」も、lt｛1内外を問わずいち早く実川化された美術館川アブ　　　　resporKling　to　users・commellts　whik，　illcreasing　fullctionality　alld
リであり、新聞や雑、志等のマスコミ、あるいはインターネットヒのプロ　　　　COIItellts．　　　　　　　　　　　　　　　　　（Atsusi、ishmfuli）
グなどから多くの関心を得た　特に展示室内で実際に使川できると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（，ntents　ProdしlctiOn：NHKEducatic）nal　C（）rporatiol1
いうスタイルは他館のものとは・線を画しており、当館による1監修の　　　　System　Devel、）pme［t　Synetics　Lt（1，
もと、NHKエデュケーショナルが開発した1’V・－li・1映像コンテンツも高
い評価を得ている．1また、2010年3月には英語版を製作し、これを含
むアップデート版を「Touch　the　Museum　ver．2．0」としてリリースする
ことともなった今後も利川者の声に耳を傾けつつ、さらなる機能拡
張やコンテンツの充実をはかり、より多くび）ノiに使っていただけるよ
う努めていきたい．　　　　　　　　　　　　　　　噺藤淳）
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